
 

※令和３年度以前入学生用 

学校番号 1203 

令和５年度 数学科 

 

教科 数学 科目 数学Ⅱ 単位数 ４単位 年次 ３年次 

使用教科書 改訂「新数学Ⅱ」 （東京書籍） 

副教材等 なし 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

授業では、課題に対して、自ら考え、周りの人と協働で考える活動を行います。小単元ごとに小テ

ストをし、理解度をチェックし、学習の振り返りや自己評価を行います。授業に積極的に参加する

態度も評価します。 

 

 

 

 

 

２ 学習の到達目標 

・方程式、式と証明、図形と方程式、指数関数・対数関数、三角関数及び微分・積分についての基

本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、事象を数学化したり、数学的に解釈したり、

数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。 

・定義や性質を数式化し、証明により定理同士の関連性を言語化できる力、図形の各要素を数式で

表現し、画像的ではなく代数学的に図系を捉える力、社会で起きうる事象から設定した問題を通し

て指数関数や対数関数の性質を利用し、問題の一般化と解決に結び付ける力、三角関数の性質から

「回転」の数式化や、それに必要な判断材料の考察ができる力を養う。 

・数学の良さを認識し数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的根拠に基づいて判断しよ

うとする態度、問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価しようとする態度や創造性の基

礎を養う。 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 

b:数学的な 

見方や考え方 
c:数学的な技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

図形と方程式、三角関

数、指数関数・対数関

数、微分と積分の考え

方に関心をもち、数学

のよさを認識し、それ

らの事象の考察に活

用しようとする。 

事象を数学的に考察

し、表現し、方程式・

式と証明、図形と方程

式、三角関数、指数関

数・対数関数、微分と

積分における数学的

な見方や考え方を身

に付けている。 

方程式・式と証明、

図形と方程式、三角

関数、指数関数・対

数関数、微分と積分

において、事象を数

学的に表現・処理す

る仕方の技能を身に

付ける。 

方程式・式と証明、

図形と方程式、三角

関数、指数関数・対

数関数、微分と積分

における基本的な概

念、法則などを体系

的に理解し、知識を

身に付けている。 
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評
価
方
法 

確認テスト 

レポート 

観察等 

確認テスト 

レポート 

観察等 

確認テスト 

レポート 

観察等 

確認テスト 

レポート 

観察等 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１ 

方
程
式
・式
と
証
明 

２次・３次の乗法公式と因数分

解、分数式の計算、複素数を

含む２次方程式、解と係数の

関係、因数定理を活用しての

高次方程式の解法、式の証

明 

 〇 〇 〇 b:分数式を分数と同じように

考え、扱うことができる。 

c:３次式の展開・因数分解・分

数式の計算・複素数の四則演

算、因数定理を利用して高次方

程式を解くことができる。 

d:正式の割り算方法や等式の

証明を理解し、式の証明を適切

な方法行うことができる。 

 

図
形
と
方
程
式 

直線の方程式、円の方程式と

不等式の表す領域、軌跡 

〇 〇 〇 〇 a:２点間の距離の公式から円

を方程式で表すことや連立不

等式が表す領域から線形計画

法の考え方を発見する。 

b:点が満たす条件から得られ

た式を図形として考察するこ

とができる。 

c:２点間の距離、内分点・外分

点の座標、与えられた条件を満

たす直線や円ｄｄｓの方程式

を求めることができる。 

d:２直線の関係を平行・垂直に

着目して理解したり、円と直線

の位置関係中心間の距離に着

目して理解できる。 
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２ 

三
角
関
数 

一般角と三角関数、相互関

係、三角関数のグラフと加法

定理 

〇 〇 〇 〇 a:三角関数の周期性から様々

な事象の周期性に関心を示す。 

b:一般角の動径や三角関数の

グラフが書ける。 

c:相互関係を理解し、三角関数

の値を求めることができる。 

d:三角関数の定義を理解し、三

角関数の値を求めることがで

きる。 

 

指
数
関
数
・対
数
関
数 

指数の拡張、累乗根、指数関

数のグラフ、対数の性質、対

数関数のグラフと常用関数 

〇 〇 〇 〇 a:身の回りの事象で指数関数

的に増加する現象に関心を示

す。 

b:指数関数や対数関数のグラ

フに描ける。 

c:指数法則や対数の性質を用

いて値を求めることができる。 

d:指数方程式や対数方程式の

値を求めることができる。 

 

３ 

微
分
法
と
積
分
法 

平均変化率、微分係数、導関

数、接線方程式、増減表から

次関数のグラフ、不定積分、

定積分から面積を求める 

〇 〇 〇 〇 a:平均変化率から微分係数が

接線の傾きを示していること

に関心を示す。 

b:増減表から 3 次関数のグラ

フを描ける。 

c:関数の極致や定積分の値を

求めることができる。 

d:微分や不定積分を求めるこ

とができる。 

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


